
■他会計補助金
　53百万円
一般会計からの
補助金

3．主な事業内容
•簡易水道再編推進事業（増田・雄物川・十文字・山内地域）
•緊急時給水拠点確保等事業（横手・雄物川・十文字・大雄地域）
•水道管路耐震化等推進事業（横手・平鹿・雄物川・大森地域）
•配水管布設工事（各地域）
•将来の水利権確保のための成瀬ダム工事負担金

3．主な事業内容

　老朽化した水道施設を更新・改良したり、新たな水道施設を整備するための投資額（建設改良費）とその
財源、企業債元金償還金の収支状況をあらわします。
　資本的収支で不足している分は、内部留保資金等で補てんしています。
※内部留保資金…経費のうち、現金支出を伴わない減価償却費や、営業を通じて生じた利益を積み立てたお金など、事業の内部に留保し
　てある資金です。

1．収益的収入及び支出（税込み）
　収益的収支は、経常的な事業活動に伴って発生する収益と費用の収支状況をあらわします。
　収入では水道料金、支出では浄水場・配水管等の維持管理費や減価償却費、施設建設のために借り入れた
企業債の支払利息などが主なものとなっています。

2．資本的収入及び支出（税込み）
　資本的収支は、下水道施設の整備（資産形成）を進めるための投資額（建設改良費）とその財源、企業債
元金償還金の収支状況をあらわします。
　資本的収支で不足している分は、内部留保資金等で補てんしています。

2．資本的収入及び支出

　衛生的で快適な生活環境と
公共用水域の水質保全を図る
ため、下水道計画区域内の未
整備地区において、下水道管
渠等の整備を行います。

■その他　66百万円
下水道使用料の徴収事務に
係る委託料など

■工事負担金　1億21百万円
他からの依頼に基づいて実施する
水道工事に対していただく負担金

■企業債
　4億28百万円
水道施設をつくる
ために借りる
お金

■建設改良費　10億21百万円
老朽化した水道施設を
新しくするための投資額

■企業債償還元金　7億27百万円

企業債償還元金

建設改良費

水道施設をつくるために借りた
企業債の元金を返済するもの

■国庫補助金　1億65百万円
水道施設をつくるために
国からいただくお金

■出資金　1億51百万円
一般会計からの出資金

◆資本的支出 17億48百万円

◆収益的支出 21億48百万円

■補助金
　8億16百万円
一般会計からの補助金

■その他　81万円
排水設備指定店
指定手数料など

◆資本的収入 8億65百万円 ◆資本的支出 17億41百万円◆資本的収入 11億70百万円

◆収益的収入 20億45百万円

1．収益的収入及び支出（税込み）
　収益的収支は、経常的な事業活動に伴って発生する収益と費用の収支状況をあらわします。
　収入では下水道使用料・一般会計からの補助金、支出では下水道管渠・処理場の維持管理費や減価償却費、
施設建設のために借り入れた企業債の支払利息などが主なものとなっています。
　下水道事業は一般会計から多額の補助金をもらって経営しています。

◆収益的支出 17億73百万円◆収益的収入 17億71百万円

企業債

水道料金

【横手地域】三枚橋、伏山・六ノ口、三本柳
【平鹿地域】石成、馬鞍

事　業　箇　所　等事 業 内 容

補　  償　  費

設計業務委託

管渠築造工事

【横手地域】横手三枚橋地区

【横手地域】伏山・六ノ口地区

■長期前受金戻入
　2億65百万円
減価償却額に応じて
収益化する額

■減価償却費　8億32百万円
下水道施設の価値が減少して
いくので、施設の耐用年数に
応じて一年ずつその価値が減
少する分を費用化したもの

■維持管理費
　4億67百万円
動力費や下水道管渠、
処理場の修理費など

■企業債利息　3億34百万円
下水道施設を整備するため
に借りた企業債の利息

■その他
　23百万円
特別損失など

■人件費
　1億17百万円
下水道事業職員
の給料など

■下水道使用料
　6億63百万円
使用者の皆様
からいただく
下水道使用料 減価償却費補助金

下水道使用料

企業債利息

維持管理費

企業債償還元金

建設改良費

一般会計からの
負担金

■負担金
　26百万円

下水道が利用できる区域となった
土地に対していただく負担金

■受益者負担金　22百万円
下水道施設をつくるために
国からいただくお金

■国庫補助金　1億円

新たな下水道施設を建設するための投資額
■建設改良費　3億34百万円

一般会計からの
出資金

■出資金
　4億31百万円

下水道施設をつくる
ために借りるお金

■企業債　6億17百万円
下水道施設をつくるために借りた
企業債の元金を返済するもの

■企業債償還元金　14億7百万円

出資金

企業債

■ 下水道事業■ 水 道 事 業

　水道事業・下水道事業の当初予算と主な事業をお知らせいたします。

当 初 予 算 の 概 要当 初 予 算 の 概 要平成28年度

■長期前受金戻入（※）
　2億9百万円
減価償却額に応じて
収益化する額

■減価償却費　9億19百万円
水道施設の価値が減少していく
ので、施設の耐用年数に応じて
一年ずつその価値が減少する分
　　　　　　を費用化したもの

■維持管理費
　6億11百万円
動力費、薬品費
や配水管の修理
費など

■水道料金　17億17百万円
使用者の皆様からいただく
水道料金

■企業債利息
　2億98百万円
水道施設を整備するため
に借りた企業債の利息

■その他
　91百万円
特別損失など

■人件費
　2億29百万円
水道事業職員
の給料など

減価償却費

企業債利息

維持管理費

（※）長期前受金戻入…償却資産の取得等に伴い過去に受け入れた補助金等を、毎年減価償却に応じて順次収益化する会計処理です。


